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問題． 現行呼称の課題． 耳又キォーJ三り買反老士ご主巨当辛苦主主主主ご主旦当著書f一一一一三歪主三

。競合他社動向
・資生堂コスメニティ，コーセーコ

スメニエンスの参入により， コス
メティックとトイレタリ ーの中間
であったコスメタリ ーの市場が確
立される。

・消費者動向
・量販，薬粧店，バラエティ， C V

S等，生活のシーンに応じたセル
フ売場利用が活性。

－納得できる高品質な コスメタリ ー

を求める市場意欲形成。

・関連社，組織動向
ー・◯◯◯◯ホ ムプロダクツ本部，

◯〇〇化粧品本部との呼称イメー
ジ連動の可否性。

「ポピュラー市場開発室」 「ルー

ト開発室」 「セルフ化粧品推進室」
の変遷にとらわれない普遍性ある
呼称。

・◯◯◯の コーポレートキャ
ッチを生かして「ライフ」の
言葉に注目。

－消費者の生活に密着した品揃
えをしていることがイメージ
できるようなネー ミング。

－過去に「セルフ」の言葉をめ
ぐる問屋との車L蝶有り。

－資生堂， コー セーとも「 コス
ー

•
直販流通により販路開拓を実施
できる強みがある。

で薬粧店に限らず，量販ホ
－問屋まかせにしないビジネス

一

一ムセンター，C V Sその他
独自ル ートを開拓している。

・「セルフ」という言葉は一般
名詞

・コスメタリ ーを本格的に扱っ
ていく営業販路開拓上も，セ
クションをきちんと位置づけ
られる呼称が必要。

霊室

主主主

－消費者の日常と結びついた商
品であることがわかりやすい
ネー ミング
「デイリ ー」という言葉のイ
メージ。

メタリ 市場」を意図した呼
称で参入しており，競合環境
の面でも現状の呼称は固さが
ある。

今後セルフの商品が増えると
制度品との差別化（カニバ
リ）、△△△との差別化
（同じセルフ）の両面から
商品のポジションを明確で
きる記号が必要。

－同じセルフながら「制度品の
セルフを扱っている」という
自負がある。

－業界的には流通ル ート（商品
ー ー

・「◯◯◯のセルフ」と説明
．資生堂コスメニティが業界内
で先発していたため，店側に
制度品のなかのセルフという
認識が通りやすい。

－社内的に制度
を防ぐために組織記号として

品とのまちがい

必要。
・セルフ＝セルフサービスd低

品質・低価格イメージがある
ので「セルフ」という言葉は
使いたくない。

・セルフ室の変遷に伴い「◯
◯◯さん」「メディアさんJ

「ポピュラーさん j など様々に
呼ばれている。 (F • L)

掛率）の違いでメ カ を位
置づける特性がある。
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テム構成アピ ー ルを意図した生活提案型呼称・消費者の生活に密着した了イ

△△△と異なり、

・◯◯◯の中のセフルという
ことで、特別意識したことは
ない

・△△△と異なり、直販の強味
で店舗にダイレクトに交渉で
きる

・△△△とは流通ルートが異
なる上、扱い商品内容が全
く別と意識していいる。

・

流通上の記号として△△△、
◯◯と区別できるもの

・
・
◯

対流通・バイヤーの識別対策
としての呼称が必要。

・



一次案抽出に当り別事業部呼称卜）ン（開発切り口×留意ポイ意図． 
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ビジネスニーズに応える呼称の考え方消費者め視点
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• △△△, ◯◯◯と並び，意味性を持ちならが短縮表現しやすい呼称 

・制度品流通にのっとった高品質直販セルフで、あることを意識させる呼称

• △△△, ◯◯◯と表現に類似性ある連動型呼称 

※チャネルの多様化
競合社の露出化に
ともない，事業部
レベルの理解も進
行し始める。
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「コスメグ｜） ーの世界Jを意識した呼称の考え方B 
化

粧

◯

◯

◯

◯
コスメタリ ー市場育成を目指す

－競合社との明確な差別化を狙った呼称

・使ってみたい ， 手が伸びる，ブランドへの信頼，憧れを漬出する呼称

E今－競合社との共存性を狙った呼称口
口口

本

部
藤省；祉φ視点

C 生活提案型呼称の考え方

－商品購入利用シ ー ンを意識した呼称

－生活，日常にクオリティを届ける高品質感訴求の呼称

資生堂コスメティ

コ ーセー コスメニエンス

※コスメタリ ー市場
競合として，流通
へ商品の動向を常
に意識

i流通コサ.，
：

完本 iかI：渇·）�：；視T京

※商品の流れ，仕入れ管理の点から，
流通の形態を意識

・流通・競合社・消費者，各視点から見た現事業部の位置付け及び今後の可能性に配慮しながら

3つの切り口を中心とした呼称の展開を考えます。

◯

◯

◯

◯
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自分にフィットした コスメを自分で選ぶ，セルフ時代の
ユ ー ザ ーの視点，チョイス感に促した呼称

コスメタリ ー情報，商品が活性している事業イメー ジと
選ぶ楽しさ，セルフ販売のイメー ジを感じさせる表現

． コスメフル（KNC)

ホ ー ムプログクツと並び，品質と同時に生活ソフトも合
わせて提供する事業スタンスを表現

..男知ヌヲ？：胃！掠!7:i:E(KDPY日

呼

コスメタリ ーを生活に取り込み，くらしのエッセンスとす
る消費者を応援する商品群，企業姿勢をイメ ー ジさせる呼
称

(KC L)． コスメライフ

常に高品質のコスメタリ ーを追求し，最高の コスメタリ
ーを提供する事業イメ ー ジと，社内のスタップマインド
高揚を狙った呼称

(KNC)． コスメックス

「セルフ」の表現変更により，そのものズパリ消費者が
選ぶ領域を表し， コン サルテ ーションの制度品と対を成
す言葉

．フリ ーセレクション（ K F S)称

案

（・tJJ(tJ(…間 1

コスメタリーのある生活シーンをお届けるする企業活動の｜
明確化

商品自体の凝縮された魅力と，くらしに潤いをお届けす
るセルフの魅力を「エッセンス」と組み合わせた造語で
表現

(KNC)． コスメッセンス

事業内容をストレ ートに呼称化し，△△△・◯◯◯との

． コスメタリ ープログクシ（KC P) 

呼

.... B × C

いつでも，どんな時でも取り入れたくなる商品イメ ー ジ
と毎日安心してご使用いただける高品質商品を提供する
スタッフマインド双方から発想した呼称

.bf抗9刈に将来封H（：民EHDT［．…肖i佐将主民巴

広く コスメ全般のテリトリ －をカパ一する事業領域の提｜
示，商品領域の拡大，営業活動の活性化をイメ ー ジさせ｜
る呼称

称

の

意

昧 ［．デイリ ーケア（KDC) B × C 

消費者の視点で日常的なケアを提案する呼称
メイクにもケア感覚，作用が求められる今後の コスメタ
リ ーの方向性を提示

－－… A × C 

くらし漬出，楽しさ，明るさを追求する商品提供企業で
あることと同時に，消費者のくらしの基調となる生活密
着度の高い商品をイメージさせながら△△△と差別化で
きる呼称

．ライフハ ーモニ ー（ K LH)

性

•!7tif り·.うHi：ョ：来是正日：：（K:�：cy> •11:r：
市：Eυ（ヨ北 Iす•dK:N]J)

「L ife Very EnjoyJの略。 コスメにとら
われず，毎日を楽しく，生き生きと暮らす
ための商品，生活提案事業というカラーを
打ち出す
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称

コスメ＋へルシー，メルシーのWミ ーニ
ングにより，美と健康と，お客様への感
謝の心をお届けるする事業姿勢，商品開
発，営業開拓姿勢を伝える

． コスメルシー（KCM)

日常の コスメタリーライフに，クオリテ
ィ感，快適性を提供する事業内容を新た
な視点で表現
トイレタリ ーよりも高品質感があり，日
常に密着した商品がイメ ー ジできる呼称

．ライフグレ ー ド（KL G) 

品質にこだわる コスメタリ ーであること
をストレ ートに呼称化

差別化を明確にすると同時に、チャネル開拓時の業容
理解を促進する




